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抄録： 「おいしさ」の向上には、五基本味はもちろんのこと、香りや食感、また味覚修飾物

質も重要な要素であると考えられる。我々は味覚修飾物質の一つであるコク味物質に着目

し、CaSRがコク味物質受容体として機能していることを明らかにした。官能評価の成績から、

CaSRアゴニストはそれ自体では味を感じさせないが、うま味・塩味・甘味と共存するとそれ

ぞれの味を増強させることがわかった。また細胞生理学的研究から、その作用メカニズムと

して、味蕾において基本味受容細胞と「コク味」受容細胞の間で情報伝達がおこなわれてい

ることを明らかにした。本講演では「コク味」の概論を始めとして、味蕾における「コク味」発

現のメカニズムについて、我々の研究内容を具体的な実験データを交えて紹介したい。
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